
省

令

告

示

平成™˜年Ÿ月™›日 月曜日 第œ˜›—号官 報

別
表
大
阪
法
務
局
の
部
同
法
務
局
の
款
同
法
務
局
の

項
中
「
大
阪
市
の
内

浪
速
区

旭
区

城
東
区

西
成
区

鶴
見

区

中
央
区
」
を
「
大
阪
市
の
内

浪
速
区

旭
区

城
東
区

西

大
東
市

四
條
畷
市

成
区

鶴
見
区

中
央
区

」
に
改
め
、
同
款
四
條
畷
出

張
所
の
項
を
削
り
、
同
部
東
大
阪
支
局
の
款
同
支
局
の

項
中「（
枚
岡
出
張
所
の
管
轄
に
属
す
る
地
域
を
除
く
）」

を
削
り
、
同
款
枚
岡
出
張
所
の
項
を
削
る
。

第
二
条

登
記
事
務
委
任
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
法
務
府

令
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

横
浜
地
方
法
務
局
相
模
原
支
局
の
管
轄
に
属
す
る

商
業
登
記
の
事
務
（
商
業
登
記
法
第
十
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
る
交
付
の
請
求
に
係
る
事
務
を
除
く
。）

は
、横
浜
地
方
法
務
局
湘
南
支
局
で
取
り
扱
わ
せ
る
。

第
六
条
の
二
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
を
同
条

第
一
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
、
富
岡
支
局
及
び
藤

岡
出
張
所
」
を
「
及
び
富
岡
支
局
」
に
改
め
、
同
項
を

同
条
第
二
項
と
す
る
。

第
十
一
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

大
阪
法
務
局
管
内
大
阪
府
大
東
市
及
び
四
條
畷
市

に
属
す
る
地
域
内
の
登
記
事
務
は
、
大
阪
法
務
局
東

大
阪
支
局
で
取
り
扱
わ
せ
る
。

第
十
二
条
第
二
項
中「
福
知
山
支
局
」の
下
に
「
、
舞

鶴
支
局
」
を
、「
宮
津
支
局
」
の
下
に「
、
京
丹
後
支
局
」

を
加
え
る
。

第
三
十
二
条
第
三
項
中「
山
鹿
支
局
」の
下
に
「
、
御

船
支
局
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
一
年
九
月
七
日
か
ら
施
行
す

る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
そ
れ
ぞ
れ

当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
一
条
中
別
表
前
橋
地
方
法
務
局
の
部
の
改
正
規

定
並
び
に
第
二
条
中
登
記
事
務
委
任
規
則
第
六
条
の

二
及
び
第
十
二
条
第
二
項
の
改
正
規
定

平
成
二
十

一
年
九
月
十
四
日

二

第
一
条
中
別
表
大
阪
法
務
局
の
部
の
改
正
規
定
及

び
第
二
条
中
登
記
事
務
委
任
規
則
第
十
一
条
第
二
項

の
改
正
規
定

平
成
二
十
一
年
九
月
二
十
四
日

同
部
友
愛
政
経
懇
話
会
の
う
ち
５
中

「
渡
辺
晃
良

1
2
0¶
0
0
0
品
川
区

鴨
井
清
成

1
2
0¶
0
0
0
室
蘭
市

小
林

孝
2
4
0¶
0
0
0
北
海
道
厚

、

真
町

森
口
正
之

1
0
0¶
0
0
0
登
別
市
」

「
岩
尾
慶
一

1
0
0¶
0
0
0
佐
賀
県
有

田
町

森
芳
正

2
4
0¶
0
0
0
石
巻
市

大
西
正
己

2
4
0¶
0
0
0
さ
い
た
ま

市
杉
山
信
夫

5
0
0¶
0
0
0
横
浜
市

山
名
盛
義

2
4
0¶
0
0
0
目
黒
区

大
谷

武
2
4
0¶
0
0
0
千
代
田
区

栗
林
宏
吉

1
0
0¶
0
0
0
渋
谷
区

柏
木
一
枝

1
0
0¶
0
0
0
練
馬
区

、

箱
山
隆
一

1
0
0¶
0
0
0
岩
見
沢
市

高
本

久
5
0
0¶
0
0
0
練
馬
区

菊
地
里
士

1
0
0¶
0
0
0
札
幌
市

伊
藤
知
佳
子

1
2
0¶
0
0
0
札
幌
市

林
彰
人

1
2
0¶
0
0
0
杉
並
区

奥
野
忠
一

1
2
0¶
0
0
0
西
東
京
市

佐
々
木
浩
二

1
2
0¶
0
0
0
都
・
港
区

吉
川
宏
一

2
0
0¶
0
0
0
杉
並
区
」

「
天
野

汎
1
0
0¶
0
0
0
大
田
区

柏
木
宣
郎

1
0
0¶
0
0
0
目
黒
区

中
村
宜
寿

5
0
0¶
0
0
0
練
馬
区

古
谷
忠
雄

1
0
0¶
0
0
0
室
蘭
市

、

瀬
尾

聡
1
0
0¶
0
0
0
北
海
道
栗

山
町

山
形
政
弘

1
2
0¶
0
0
0
世
田
谷
区
」

〇
法
務
省
令
第
三
十
七
号

法
務
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
三
号
）
第

十
九
条
第
二
項
及
び
第
二
十
条
第
二
項
、
不
動
産
登
記
法

（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
条
（
他
の
法

令
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並
び
に
商

業
登
記
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
第
二

条
（
他
の
法
令
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
法
務
局
及
び
地
方
法
務
局
の
支

局
及
び
出
張
所
設
置
規
則
及
び
登
記
事
務
委
任
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
八
月
二
十
四
日

法
務
大
臣

森

英
介

法
務
局
及
び
地
方
法
務
局
の
支
局
及
び
出
張
所
設

置
規
則
及
び
登
記
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令

第
一
条

法
務
局
及
び
地
方
法
務
局
の
支
局
及
び
出
張
所

設
置
規
則
（
平
成
十
三
年
法
務
省
令
第
十
二
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
前
橋
地
方
法
務
局
の
部
高
崎
支
局
の
款
同
支
局

の
項
中
「
高
崎
市

安
中
市
」
を
「
高
崎
市

藤
岡
市

安
中
市

多
野
郡
の
内

神
流
町

」
に
改
め
、
同

款
藤
岡
出
張
所
の
項
を
削
り
、
同
部
富
岡
支
局
の
款
同

支
局
の
項
中
「
甘
楽
郡
」
を
「
多
野
郡
の
内

上
野
村

甘
楽
郡

」
に
改
め

る
。

〇
法
務
省
令
第
三
十
八
号

商
業
登
記
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）

第
二
条
（
他
の
法
令
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
登
記
事
務
委
任
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
八
月
二
十
四
日

法
務
大
臣

森

英
介

登
記
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

登
記
事
務
委
任
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
法
務
府
令
第
十

三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
の
二
第
二
項
中
「
及
び
富
岡
支
局
」
を
「
、
桐

生
支
局
、
伊
勢
崎
支
局
、
富
岡
支
局
及
び
渋
川
出
張
所
」

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
一
年
九
月
二
十
八
日
か
ら
施

行
す
る
。

〇
金
融
庁
告
示
第
四
十
号

金
融
商
品
取
引
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
三
百

二
十
一
号
）
第
四
十
二
条
第
二
項
及
び
第
四
十
二
条
の
二

第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
本
庁
監
理
金
融
商
品
取
引
業

者
等
を
指
定
す
る
件
（
平
成
十
九
年
金
融
庁
告
示
第
九
十

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
一
年
八

月
二
十
四
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
一
年
八
月
二
十
四
日

金
融
庁
長
官

三
國
谷
勝
範

第
一
条
中
第
七
十
四
号
を
削
り
、
第
七
十
五
号
を
第
七

十
四
号
と
し
、
第
七
十
六
号
か
ら
第
九
十
号
ま
で
を
一
号

ず
つ
繰
り
上
げ
、
第
九
十
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

九
十
一

ク
ッ
シ
ュ
マ
ン
・
ア
ン
ド
・
ウ
ェ
イ
ク

フ
ィ
ー
ル
ド
・
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社

第
一
条
中
第
九
十
一
号
を
第
九
十
号
と
し
、
第
九
十
二

号
か
ら
第
百
三
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
四
百
二
十
九
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四

号
）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
収
支

に
関
す
る
報
告
書
に
つ
い
て
、
創
和
会
（
宮
下
一
郎
後
援

会
）
か
ら
訂
正
の
報
告
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
七
年
総
務
省
告
示
第

千
百
三
号
（
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体

の
収
支
に
関
す
る
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
要
旨

（
平
成
十
六
年
分
）
を
公
表
す
る
件
）
の
一
部
を
次
の
と

お
り
訂
正
す
る
。

平
成
二
十
一
年
八
月
二
十
四
日

総
務
大
臣

佐
藤

勉

〔
そ
の
他
の
政
治
団
体
〕
の
部
創
和
会
（
宮
下
一
郎
後

援
会
）
の
う
ち
６
中

「
飯
田
市

3¶
3
9
1¶
6
5
7

1
6
.
1
1
.
3
0

8
0
8•
5
fl

」

を

「
飯
田
市

3¶
3
9
1¶
6
5
7

1
6
.
1
1
.
3
0

2
9
1•
6
0
fl

」

に
改
め
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
四
百
三
十
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四

号
）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
収
支

に
関
す
る
報
告
書
に
つ
い
て
、
友
愛
政
経
懇
話
会
及
び
創

和
会
（
宮
下
一
郎
後
援
会
）
か
ら
訂
正
の
報
告
が
あ
っ
た

の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成

十
八
年
総
務
省
告
示
第
四
百
九
十
号
（
政
治
資
金
規
正
法

の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
収
支
に
関
す
る
報
告
書
の
提

出
が
あ
っ
た
の
で
要
旨
（
平
成
十
七
年
分
）
を
公
表
す
る

件
）
の
一
部
を
次
の
と
お
り
訂
正
す
る
。

平
成
二
十
一
年
八
月
二
十
四
日

総
務
大
臣

佐
藤

勉

〔
資
金
管
理
団
体
〕
の
部
友
愛
政
経
懇
話
会
の
う
ち
３

中

「
寄
附

7
2¶
8
7
8¶
0
0
0

個
人
分

6
7¶
7
7
8¶
0
0
0」

を

「
寄
附

6
5¶
7
9
8¶
0
0
0

個
人
分

6
0¶
6
9
8¶
0
0
0」

に
、

「
鳩
山
由
紀
夫
サ
イ
エ

5
4¶
5
6
0¶
0
0
0

ン
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム

を

2
0
0
5

」
「
鳩
山
由
紀
夫
サ
イ
エ

5
4¶
5
6
0¶
0
0
0

ン
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム

2
0
0
5

に
改
め
、

借
入
金

7¶
0
8
0¶
0
0
0

鳩
山
由
紀
夫

7¶
0
8
0¶
0
0
0」
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